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近年の無線LAN技術の発展により ， 無線LAN環境は様々な場所においてインターネットアクセスを提供す
るインフラとして普及してきた.それにともない，無線LANに対応した機器や無線通信を利用する機会が
増加してきた その結果，ユーザ聞の公平性および無線通信の省電力化の重要性が高まっている，そこで
本論文では，それらを解決する手法を提案する.
本論文は全5章で構成される 第1章においては，研究の背景および目的を述べる . 特に，無線LANにお

けるTCPフロー聞の公平性に関する問題と無線端末の通信の省電力化に関する問題について，それらの概
要を述べる.
第2章においては， TCPフロー聞の公平性問題を改善するトランスポート層プロトコノレを提案する.提案

手法はTCP ACKパケットの損失をアクセスポイントにおける轄鞍とみなし，それに応じて輯鞍制御をする
ことにより TCPフロー聞の公平性を改善する 提案手法はシミュレーションおよび実機を利用した実験に
よって，遅延の増加を抑えながら公平性を改善できることを示す.
第3章においては， トランスポート層プロトコノレの挙動が無線端末の消費電力に与える影響を評価する
ために，無線LANにおけるTCPフローの消費電力量モデノレを提案する.提案モデ、/レはTCP レベルのモデルと
MACレベルのモデルから構成され，それらの詳細な挙動を基に無線通信の消費電力量をモデ、/レ化してい
る.提案モデ、ルを用いた数値解析により，複数のパケットをまとめてパースト的に転送(パースト転送)
することによって，消費電力を大きく削減できることを示す 特に，ラウンドトリップ時間 (RTT) やパ
ケット廃棄率が小さい場合においては，パースト転送は遅延の増加を抑えながら省電力を実現できること
を示す.
第4章では，第3章において得られた知見に基づき，無線L釧における無線端末の省電力化を実現する手

法を提案する.提案手法は複数のTCPフローをl本に集約し，パースト転送を行うことによって無線端末の
省電力化を行う.第3章において構築したモデ、ルを拡張することによって，提案手法の省電力効果を評価
する . また，提案手法を実際の無線LAN機器に導入する際の問題について議論し，提案手法の適用可能性
を示す
最後に第5章においては，本論文の成果を要約すると共に今後の研究課題について述べる.

。

論文審査の結果の要旨

本論文は，無線LAN環境を対象として， TCPフロー聞の公平性の改善および無線通信の省電力化を目指し，それ

らを実現するトランスポート層プロ トコ ルに関する研究をまとめたものである

無線LAN環境においてTCPを利用するとTCPフロー聞においてスループットに関して不公平が発生し，それがユー



ザ聞の不公平を生むーこれは無線LANのMAC層プロトコルで実現される公平性が上位屑プロトコルにおける公平性

につながらないためである これに対し本論文では ， TCP フロー聞の公平性問題を改善するトラ ンスポート周プロ

トコルを提案している 提案手法はTCP ACKパケットの領失をアクセスポイ ン トにおける車副長とみなし，それに応

じて縮鞍制御を行うととによ っ てTCPフロー聞の公平性を改善している提案手法の有効性は，シミュレーション

および実機を利用した実験により確認されているその結果，既存の改善手法と比べて遅延の僧加を抑えながら，

公平性を大きく改善できることを示している トランスポート層プロトコルにわずかな修正を行うことで公平性

を改善できる本手法は既存プロトコルへの適用が容易であるととから，その方法が示された成果は大きい

無線端末の駆動時間の長時間化のためには無線通信の省電力化が重要である.本論文では， トランスポート層

プロトコルの挙動が無線端末の消費電力に与える影響を評価するために，無線LANにおける TCPフローの消炎電力

Eモデルを提案している.提案モデルはMAC レベルのモデルと TCP レベルのモデルから構成され，それらの詳細な

挙動を基に無線通信の消費電力量をモデル化している.提案モデルを用いた数値解析により，複数のパケットを

まとめてバースト的に転送(パースト転送)することによって，消費電力を大きく削減できることを示している .

特に，ラウンドトリップ時間 (RTT) やパケット廃棄率が小さい場合においては，パースト転送は遅延の増加を抑

えながら省電力化できることを示している . さらに本論文では，バースト転送に基づいた省電力通信方式として

SCTP トンネリングを提案している.提案手法は複数のTCPフローを 1 本に集約し ， パースト転送を行うことで無線

端末の省電力化を行う 提案手法の省電力効果は数値解析によって検証され，提案手法を既存の無線LAN機器に導

入する際の問題についても議論を行い ， 提案手法の適用可能性を示している.従来物理層やMAC層を中心に行われ

てきた無線通信の省電力化に対して， トランスポート層プロトコルによる省電力化の可能性を示した成果は大き

い

以上のように，本論文では，無線LAN環境におけるユーザ間の公平性および無線通信の省電力化を実現する独創

的な方式を確立しており，その学術的価値は高い.よって， 博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと

認める




